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◆表紙デザインと画像◆

　デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長寿のシンボルとして古来より尊ばれた
紋様です。なお、高温工学試験研究炉「HTTR」の燃料体も正六角形です。
　画像は、 1F1／2 号機排気筒付近における空間線量率と高濃度汚染箇所を可視化した 3 次元マップ（左上）と HTTR 水素
製造試験施設（右下）です。
　前者は、放射線計測をはじめとした異分野技術の組合せから成る統合型放射線イメージングシステム（iRIS）を用いて、
1F サイト内の汚染状況を可視化したものです。本システムは、廃炉現場における作業者の被ばく低減や作業計画の立案に貢
献します（第 1 章トピックス 1-10、p.23）。
　後者に関しては、高温ガス炉 HTTR（高温工学試験研究炉）の熱を用いて水素を製造するプロジェクトを 2022 年度に開
始しました。これにより、原子炉と水素製造施設の接続技術の確立を目指します（第 6 章ハイライト、p.62）。

原子力機構が保有する知的財産のうち、産業上応用可能な特許技術やノウハウ等を解説した
「JAEA 技術シーズ集 第 8 版」もご参照ください。

原子力機構全体の活動状況は、「2021 年度事業報告書」をご参照ください。
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1F1／2 号機排気筒付近における空間線量率と高濃度汚染箇所を
可視化した 3次元マップ（トピックス 1-10）

HTTR－水素製造試験プロジェクトを開始
（第 6章ハイライト）
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原子力エネルギーでヘリウムガスを加熱

950 ℃

高温のヘリウムガスからエネルギーを
受け取り、水素を製造

高温ヘリウムガス

現 在 計 画 中 現 在 計 画 中

高温ガス炉 接 続 技 術 水 素 製 造 設 備

安全を確保して、高温ガス炉から
水素製造設備に

高温のヘリウ ムガスを運ぶ

0.7 1.0

58.6 275.7
25 m

1／2号機排気筒下部の配管構造物
において高濃度の汚染を可視化

1／2号機排気筒オペレータの歩行ルートスタート＆ゴール

空間線量率  （µSv/h）            

強度


